






研究目的 

従来の RIA法による TSH 測定では,正常者でも測定感度以下の値をとり,甲状腺剤治療中の

児において,投与量が適量なのか過剰なのかについては判別できなかった。そこで,最近開

発された高感度 TSH測定法を用いて,治療中のクレチン症における血中TSH 濃度を測定し,

その有用性について検討した。 


